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《全体結果》 

 

１ 生活の変化等について 

 日常生活について，６割以上が『悪影響があった』と感じている。理由として，「旅行等

の外出制限」が最も多く，「各種イベントの開催・参加制限」「友人等の付き合いの悪化」

と続いている。 

 生きがいや趣味の活動について，７割強が『悪影響があった』と感じており，理由とし

て「『活動に参加する』または『活動を行う』ことを自粛した」が最も多い。 

 以前のようにイベントや行事に参加する・活動するための基準として，約４割が「ワク

チンの開発などにより，ある程度終息するまでは行わない」と考えている。 

 健康づくりなどの運動量について，約４割が「新型コロナウイルス禍以前より運動量が

減った」と感じている。気力・体力については，約５割が『低下した』と感じている。気

力・体力の低下予防策の内容では，「運動を可能な限り積極的に行っている」「家族の時間

を大切にしている」「趣味の活動を可能な限り充実させている」の順に多い。 

 家族との会話時間について，３割が『増えた』と感じている。一方，家族以外の人（友

人や地域の方々など）との会話時間は，５割以上が「会話する時間が減った」と感じてい

る。家族以外の人ともっと話す時間が欲しいと『思う』人は６割以上で，不足している理

由として，６割以上が「相手に迷惑が掛からないよう自粛している」と答えている。家族

以外の人との会話時間が欲しいと『思わない』人の理由は，「他の人との会話は十分にでき

ている」「新型コロナウイルス対策のため」「一人でいることが好きだから」の順に多い。 

 新型コロナウイルス禍での不安等を解消するために，５割以上が「感染症等への誹謗中

傷をしない『やさしいまちづくり』の推進」「感染症予防・対策の周知，啓発」を大切だと

考えている。 
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２ 地域の福祉や活動について 

 

 地域活動や地域の行事について，「感染症予防対策を十分に行い，工夫しながら活動や行

事を再開するとよい」が「ワクチンや薬の開発があるまでは，このまま自粛を継続すると

よい」をわずかに上回っている。 

 地域活動や行事の自粛により，３割以上が「これまでの行事や活動を見直すきっかけに

なった」と感じており，「例年行っている地域の行事や活動の大切さが分かった」と感じて

いる人も多い。 

 地域活動への参加有無について，「現在も参加している」は１割半ばにとどまっている。

「過去に参加したことがあるが今はしていない」「これまで参加したことがない」が４割前

後で，理由として「多忙で参加する時間がない」「役員や班長などの任期が終わった」「身

体的，精神的理由により参加が難しい」の順に多い。 

 人とのつながりをつくる（保つ）ために，約８割が「住民同士のあいさつや声かけなど

の『近所付き合い』」が必要だと考えている。 

 地域のために『現在』協力していることは，約２割が「資源回収やゴミの分別，リサイ

クル活動」「自治会，町内会，民生委員，消防団などの団体活動や地域活動」と答えている

ものの，「特にない」が最も多い。『今後』協力可能なことは，「身近な道路や公園などの清

掃活動」「自治会，町内会，民生委員，消防団などの団体活動や地域活動」「資源回収やゴ

ミの分別，リサイクル活動」「高齢者や障がい者へのゴミ出しや除雪などのお手伝い」の順

に多い。 

 今後の地域活動を行うために，「感染対策を行った地域の行事や活動の検討」「高齢者等

の見守りや買い物など，生活上の困りごとへの支援」「例年行ってきた地域の行事や活動内

容の見直し」の順に大切だと考えている。 
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《調査の概要》 
１ 調査の目的 

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため，新しい生活様式が示され国民の生活に

も大きな影響が出た。 

地域福祉の分野においても様々な影響が出たことから，今後の地域福祉活動の在り

方や区民のニーズを捉える資料とするため，西区民を対象とした地域福祉に関するア

ンケート調査を行うもの。 

アンケート調査の結果については，今後の行政や社会福祉協議会の施策の参考とす

るとともに，各コミュニティ協議会や自治会等にも配布し，今後の地域活動を行う上

での参考としていただくことを目的とする。 

 

２ 調査の概要 
(１) 回答者属性 

(２) 生活の変化等について 

(３) 地域の福祉や活動について 

 

３ 調査の設計 
(１) 調査地域      新潟市西区 

(２) 調査対象      満 18 歳以上の男女 

(３) 標本数        3,000 人 

(４) 抽出方法      無作為抽出 

(５) 調査方法      郵送法（調査票の配布・回収とも） 

(６) 調査期間      令和３年１月 15 日～２月 15 日 

 

４ 回収結果 
有効回収数（率）    1,578 人（52.6％） 

 標本数 回収数 回収率 

全体 3,000 人 1,578 人 52.6％ 

内野・赤塚・中野小屋 700 人 361 人 51.6％ 

小針・小新 800 人 416 人 52.0％ 

坂井輪 500 人 258 人 51.6％ 

五十嵐 500 人 288 人 57.6％ 

黒埼 500 人 255 人 51.0％ 

 

５ 集計結果の数字の見方 
(１) 結果は百分率（％）で表示し，小数点以下第２位を四捨五入して算出した結

果，個々の比率が合計 100％にならないことがある。  

また，複数回答（２つ以上の回答）では，合計が 100％を超える場合がある。 

(２) 図表中の「ｎ」は，質問に対する回答者の総数を示し，回答者の比率（％）を算

出するための基数である。 

(３) 本文及び図表中，意味をそこなわない範囲で簡略化した選択肢がある。 
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６ 回答者属性 
 

(１)圏域別    (２) 性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 年代  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内野・赤塚・中野

小屋圏域

22.9%

小針・小新圏

域

26.4%
坂井輪

圏域

16.3%

五十嵐圏域

18.3%

黒埼圏域

16.2%

無回答

0.0%

全体(n=1578)

男

42.8%女

56.2%

答えたくない

0.6%
無回答

0.4%

全体(n=1578)

29歳以下

8.4%
30歳代

10.8%

40歳代

15.7%

50歳代

14.6%

60歳代

17.7%

70歳代

21.5%

80歳代

9.1%

90歳以上

1.8%

無回答

0.4%

全体(n=1578)
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《調査の結果》 
 

※本冊子は概要版のため、結果グラフは全体結果のみ掲載しております。属性比較（圏域

別・性別・年代別）の結果グラフは掲載しておりません。属性比較（圏域別・性別・年代

別）の結果グラフをご確認になりたい場合は、別冊のアンケート調査報告書をご覧くだ

さい。 

 

１ 生活の変化等について 
１－（１）日常生活への悪影響の有無 
 

（３）新型コロナウイルス禍の前と現在で，ご自身（またはご家族）の日常生活に悪影響はありました

か。 

 

 
 

『悪影響があった』が６割以上 

 
【全体結果】 

 日常生活への悪影響の有無について，「生活に深刻な悪影響があった」「ある程度悪影響があった」を

合わせた『悪影響があった』は，６割を超えている。一方，「あまり影響はなかった」「全く影響はなか

った」を合わせた『影響はなかった』は，３割半ばを占めている。 

 

【属性比較】 

 圏域別でみると，小針・小新圏域，坂井輪圏域，五十嵐圏域は『悪影響があった』と答えた割合が高

い。 

 性別でみると，男性より女性で『悪影響があった』の割合が高い。 

 年齢別でみると，70 歳代以下では『悪影響があった』が『影響はなかった』を上回っている。一方，

80 歳代以上では，『悪影響があった』より『影響はなかった』の割合が高く，特に 90 歳以上は，『影響

はなかった』の割合は約６割半ばを占めている。 

  

生活に深刻な悪影響

があった

7.7%

ある程度悪影響があっ

た

55.8%

あまり悪影響はなかっ

た

30.3%

全く悪影響はなかった

5.3%

無回答

0.9%

全体(n=1578)
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１－（２）悪影響の内容 
 

（４）先の設問（３）の回答で1「深刻な悪影響があった」2「ある程度悪影響があった」と答えた方に

お聞きします。どのような悪影響かお答えください。（最大２つまで） 

 
 

「旅行等の外出制限」が５割強 

 
【全体結果】 

 悪影響の内容について，「旅行等の外出制限」の割合が最も高く，半数を超えている。次いで「各種イ

ベントの開催・参加制限」が３割弱，「友人等の付き合いの悪化」が２割弱，「人と接する機会の減によ

る孤独や孤立」「地域活動の減少や休止」が約１割半ばで続いている。 

 

【属性比較】 

 圏域別でみると，すべての圏域で「旅行等の外出制限」「各種イベントの開催・参加制限」の順に割合

が高い。次いで，黒埼圏域を除いた圏域では「友人等の付き合いの悪化」が続き，黒埼圏域では「地域

活動の減少や休止」が続いている。五十嵐圏域では「収入減による生活困窮」が，他の圏域と比べて割

合が高い。 

 性別でみると，男女とも「旅行等の外出制限」の割合が最も高い。男性は「会社等の経営状態の悪化」

が女性より高く，女性は「心身の健康面の悪化」が男性よりも高くなっている。 

 年齢別でみると，70 歳代以下では「旅行等の外出制限」の割合が最も高く，80歳代以上では「人と接

する機会の減による孤独や孤立」と答えた割合が最も高い。70 歳～80 歳代では「地域活動の減少や休

止」，70 歳代以上では「心身の健康面の悪化」，30 歳～50 歳代では「会社等の経営状況の悪化」が，他

の年代と比べて割合が高い。「各種イベントの開催・参加制限」は，概ね年代が低いほど割合が高い傾向

がみられる。 

  

51.0

27.7

19.9

15.4

14.9

13.0

11.4

11.3

10.8

3.3

9.4

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

旅行等の外出制限

各種イベントの開催・参加制限

友人等の付き合いの悪化

人と接する機会の減による孤独や孤立

地域活動の減少や休止

収入減による生活困窮

心身の健康面の悪化

会社等の経営状況の悪化

通院や通学などの移動制限

家庭内の不和

その他

無回答 全体(n=1002)
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１－（３）生きがい・趣味活動への悪影響 
 

（５）生きがいや趣味の活動にも悪影響がありましたか。悪影響があった場合，具体的な内容をお答え

ください。 

 

 
 

 

「『活動に参加する』または『活動を行う』ことを自粛した」が約３割 

 
【全体結果】 

 生きがい・趣味活動への悪影響について，「『活動に参加する』または『活動を行う』ことを自粛した」

が約３割で，割合が最も高い。「『活動に参加する』または『活動を行う』ことを自粛した」「サークルや

地域の茶の間などの活動が休止になった」「イベントの中止や活動の場が閉鎖した」を合わせた『悪影響

があった』は７割強となっている。 

 

【属性比較】 

 圏域別でみると，内野・赤塚・中野小屋圏域，小針・小新圏域，五十嵐圏域では「『活動に参加する』

または『活動を行う』ことを自粛した」の割合が最も高い。坂井輪圏域では「イベントの中止や活動の

場が閉鎖した」が，黒埼圏域では「悪影響はなかった」が最も高い。 

 性別でみると，男女とも「『活動に参加する』または『活動を行う』ことを自粛した」が最も高い。男

性より女性で「サークルや地域の茶の間などの活動が休止になった」の割合が高く，女性より男性で「イ

ベントの中止や活動の場が閉鎖した」「悪影響はなかった」の割合がやや高い。 

 年齢別でみると，50～70 歳代では「『活動に参加する』または『活動を行う』ことを自粛した」が最

も高く，29歳以下，40歳代では「イベントの中止や活動の場が閉鎖した」が最も高い。80歳代では「サ

ークルや地域の茶の間などの活動が休止になった」が最も高く，30 歳代，90 歳以上では「悪影響はなか

った」が最も高い。概ね，年代が高いほど「サークルや地域の茶の間などの活動が休止になった」の割

合が高く，年代が低いほど「イベントの中止や活動の場が閉鎖した」の割合が高い傾向がみられる。 

  

サークルや地域の茶

の間などの活動が休

止になった

15.6%

「活動に参加する」また

は「活動を行う」ことを

自粛した

29.3%
イベントの中止や活動

の場が閉鎖した

26.2%

悪影響はなかった

22.7%

その他

3.8%

無回答

2.4%

全体(n=1002)
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１－（４）以前のように活動するための基準 
 

（６）様々なイベントや行事，サークルや地域の茶の間などの活動が自粛となりましたが，徐々にこれ

らの活動も再開されてきています。そこで，あなたが以前のように活動に参加する，あるいは活

動を行うための基準はどれですか。最も近いものを１つお選びください。 

 

 
 

「ワクチンの開発などにより，ある程度終息するまでは行わない」が約４割 

 
【全体結果】 

 以前のように活動するための基準について，「ワクチンの開発などにより，ある程度終息するまでは

行わない」と答えた割合が最も高く，約４割を占めている。次いで「自粛要請がされていなければ活動

を行う」が約２割，「市内に感染者が一定期間出ていなければ活動を行う」が１割半ばとなっている。 

 

【属性比較】 

 圏域別では，あまり大きな差はみられない。 
 性別では，あまり大きな差はみられない。 
 年齢別でみると，ほとんどの年齢で「ワクチンの開発などにより，ある程度終息するまでは行わない」

と答えた割合が最も高い。90 歳以上では，「ワクチンの開発などにより，ある程度終息するまでは行わ

ない」と「全く考えていない」が同じ割合となっている。60～80 歳代では，他の年齢層と比べて「自粛

要請がされていなければ活動を行う」の割合が高い。 
  

自分の周囲に感染者

が出ない限り活動を行

う

6.1%

自粛要請がされていな

ければ活動を行う

21.4%

区内に感染者が一定

期間出ていなければ

活動を行う

7.6%

市内に感染者が一定

期間出ていなければ

活動を行う

15.2%

ワクチンの開発などに

より，ある程度終息す

るまでは行わない

39.6%

全く考えていない 5.1%

その他 3.1%

無回答

2.0%

全体(n=1002)
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１－（５）運動量の変化 
 

（７）新型コロナウイルス禍以前と現在で健康づくりなどの運動量は変わりましたか。 

 

 
 

 

 

「新型コロナウイルス禍以前とほとんど変わらない」が５割以上 

 
【全体結果】 

 運動量の変化について，「新型コロナウイルス禍以前とほとんど変わらない（以下，ほとんど変わらな

い）」が５割半ばを占めている。「新型コロナウイルス禍以前より運動量が減った（以下，運動量が減っ

た）」が約４割で，「新型コロナウイルス禍以前より運動量が増えた（以下，運動量が増えた）」は 5％に

満たない。 

 

【属性比較】 

 圏域別でみると，すべての圏域で「ほとんど変わらない」と答えた割合が最も高い。小針・小新圏域，

五十嵐圏域では「運動量が減った」と答えた割合が４割を超えている。 

 性別では，男女差はみられない。 

 年齢別でみると，すべての年齢で「ほとんど変わらない」と答えた割合が最も高い。50～80 歳代では，

「運動量が減った」が４割を超え，特に 60～70 歳代では４割半ばを占めている。40 歳代以下では，他

の年齢と比べて「運動量が増えた」がやや高い。 

 

  

新型コロナウイルス禍

以前より運動量が増え

た

3.0%

新型コロナウイルス禍

以前より運動量が減っ

た

39.4%新型コロナウイルス禍

以前とほとんど変わら

ない

55.9%

無回答

1.6%

全体(n=1578)
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１－（６）気力の低下・体力の低下 
 

（８）新型コロナウイルス禍のために気力の低下や運動不足による体力の低下はありましたか。 

 

 
 

 

 

『低下した』が約５割 

 
【全体結果】 

 気力の低下・体力の低下について，「気力，体力ともに低下があった」は約２割，「気力が低下した」

が１割半ば，「体力が低下した」が１割強となっており，「気力，体力ともに低下があった」「気力が低下

した」「体力が低下した」を合わせた『低下した』は約５割である。 

 

【属性比較】 

 圏域別でみると，すべての圏域で「以前とほとんど変わらない」が最も高い。小針・小新圏域，五十

嵐圏域では，「気力，体力ともに低下があった」が２割を超え，他の圏域と比べて割合がやや高い。すべ

ての圏域で『低下した』は４割を超えており，小針・小新圏域では５割を超えている。 

 性別でみると，男女とも「以前とほとんど変わらない」が最も高く，特に男性では半数以上を占めて

いる。男性よりも女性で「気力，体力ともに低下があった」「気力が低下した」と答えた割合が高い。 

 年齢別でみると，すべての年齢で「以前とほとんど変わらない」が最も高い。50 歳代，70 歳代，80 歳

代では「気力，体力ともに低下があった」が２割以上を占めている。90 歳以上を除くすべての圏域で，

『低下した』は４割を超えている。 

 

  

気力，体力ともに低下

があった

19.2%

気力が低下した

15.5%

体力が低下した

13.5%

以前とほとんど変わら

ない

50.8%

無回答

1.1%

全体(n=1578)
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１－（７）気力・体力の低下予防 
 

（９）新型コロナウイルス禍でも気力や体力が低下しないためにどんなことを心掛けていますか。一番

近いものをお選びください。 

 

 
 

「特に心掛けていることはない」が３割半ば 

 
【全体結果】 

 気力・体力の低下予防について，「特に心掛けていることはない」が最も高く，３割半ばを占めている。

「運動を可能な限り積極的に行っている」「家族の時間を大切にしている」が２割弱，「趣味の活動を可

能な限り充実させている」が約１割半ばを占めている。 

 

【属性比較】 

 圏域別でみると，すべての圏域で「特に心掛けていることはない」が最も高い。次いで高いのは，内

野・赤塚・中野小屋圏域，坂井輪圏域，黒埼圏域では「家族の時間を大切にしている」で，小針・小新

圏域，五十嵐圏域では「運動を可能な限り積極的に行っている」となっている。 

 性別でみると，男女とも「特に心掛けていることはない」が最も高い。次いで高いのは，男性では「運

動を可能な限り積極的に行っている」で，女性では「家族の時間を大切にしている」となっている。 

 年齢別でみると，すべての年齢で「特に心掛けていることはない」が最も高い。次いで高いのは，30

～50 歳代では，「家族の時間を大切にしている」で，70～80 歳代では，「運動を可能な限り積極的に行っ

ている」となっている。29 歳以下では，他の年齢と比べて「趣味の活動を可能な限り充実させている」

が高く，３割弱を占めている。 

 

  

運動を可能な限り積極

的に行なっている

18.4%

趣味の活動を可能な

限り充実させている

14.0%

家族の時間を大切にし

ている

18.9%

仕事や学業に一層力

を入れている

4.1%

友人や地域の方々と

の交流を可能な限り行

なっている

5.0%

地域活動を積極的に

行なっている 0.6%

特に心掛けていること

はない 35.9%

その他 1.7% 無回答 1.5%

全体(n=1578)
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１－（８）家族との会話時間の変化 
 

（10）ご家族と会話する時間は新型コロナウイルス禍の前と現在で変わりましたか。 

 

 
 

 

 

「変わらない」が６割以上 

 
【全体結果】 

 家族との会話時間の変化について，「変わらない」が最も高く，６割を超えている。「会話する時間が

増えた」「どちらかと言えば増えた」を合わせた『増えた』は３割弱となっている。一方，「会話する時

間が減った」「どちらかと言えば減った」を合わせた『減った』は１割弱となっている。 

 

【属性比較】 

 圏域別での差は，あまりみられない。 

 性別でみると，男性より女性で『増えた』と答えた割合がやや高い。 

 年齢別でみると，すべての年齢で「変わらない」が最も高い。40歳代では，他の年齢と比べて『増え

た』と答えた割合が高く，３割半ばを超えている。『増えた』の割合は，40 歳代まで年齢が上がるにつ

れて割合が高く，40 歳代をピークに，年齢が上がるにつれて割合が低い傾向がみられる。 

 

  

会話する時間が増えた

8.6%

どちらかと言えば増え

た

19.3%

会話する時間が減った

3.0%

どちらかと言えば減っ

た

4.0%

変わらない

63.4%

無回答

1.6%

全体(n=1578)
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１－（９）家族以外との会話時間の変化 
 

（11）友人や地域の方々など，家族以外の人と会話する時間は新型コロナウイルス禍の前と現在で変わ

りましたか。 

 

 
 

 

『会話する時間が減った』が５割以上 

 
【全体結果】 

 家族以外との会話時間の変化について，「会話する時間が減った」が最も高く，５割以上を占めてい

る。次いで高いのは「変わらない」で，３割強となっている。 

 

【属性比較】 

 圏域別でみると，すべての圏域で「会話する時間が減った」が最も高く，半数以上を占めている。 

 性別でみると，男女とも「会話する時間が減った」が最も高い。特に女性では６割弱を占め，男性よ

り割合が高くなっている。 

 年齢別でみると，90歳以上は「変わらない」と答えた割合が最も高く，それ以外の年齢では「会話す

る時間が減った」が最も高い。特に 40～50 歳代では「会話する時間が減った」が６割以上となってい

る。29 歳以下では「直接的な会話は減ったが，ＷＥＢ会議ツールを使った会話は増えた」が，他の年齢

より割合が高い。70～80 歳代では「直接的な会話は減ったが，電話での会話は増えた」が１割を超え，

他の年齢より割合が高い。 

  

会話する時間が増えた

1.3%

会話する時間が

減った

54.0%

直接的な会話は減った

が，WEB会議ツールを

使った会話は増えた

3.1%

直接的な会話は減った

が，電話での会話は増

えた

7.5%

変わらない

33.0%

無回答 1.1%
全体(n=1578)
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１－（10）家族以外の人との会話意向 
 

（12）友人や地域の方々など，家族以外の人ともっと話す時間が欲しいと思いますか。 

 

 
 

 

 

『思う』が６割以上 

 
【全体結果】 

 家族以外との会話意向について，「思う」「どちらかと言えば思う」を合わせた『思う』は６割を超え

ている。一方，「思わない」「どちらかと言えば思わない」を合わせた『思わない』は４割弱となってい

る。 

 

【属性比較】 

 圏域別でみると，すべての圏域で『思う』が『思わない』を上回っている。特に五十嵐圏域では，他

の圏域と比べて『思う』と答えた割合が高い。 

 性別でみると，男女とも『思う』が『思わない』を上回っている。男性と比べて女性で『思う』の割

合が高く，７割弱を占めている。 

 年齢別でみると，90 歳以上を除く年齢で『思う』が『思わない』を上回っている。90 歳以上では，『思

う』と『思わない』が同じ割合となっている。30歳代では，他の年齢と比べて『思う』が高く，約７割

を占めている。次いで 29歳以下が高くなっており，若年層ほど『思う』の割合が高い傾向にある。 

 

  

思う

26.8%

どちらかと言えば

思う

35.2%

思わない

18.2%

どちらかと言えば思わ

ない

18.4%

無回答

1.4%

全体(n=1578)
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１－（11）家族以外の人との会話が不足している，あるいはできていない理由 
 

（13）先の設問（12）の回答で「思う」「どちらかと言えば思う」とお答えされた方にお聞きします。

もっと話したいのに話せていない（あるいは話せる環境がない）場合，もっとも理由に近いもの

を１つお選びください。 

 

 
 

「相手に迷惑が掛からないよう自粛している」が６割以上 

 
【全体結果】 

 家族以外との会話が不足している，あるいはできていない理由について，「相手に迷惑が掛からない

よう自粛している」が６割を超え，最も割合が高い。次いで「通いの場やサークルなどに行きたいが，

感染対策のため開催されていない」が２割弱，「そもそも通える場がない」が１割弱となっている。 

 

【属性比較】 

 圏域別でみると，すべての圏域で「相手に迷惑が掛からないよう自粛している」が最も高くなってい

る。坂井輪圏域では，他の圏域と比べて「通いの場やサークルなどに行きたいが，感染対策のため開催

されていない」の割合が高く，２割を超えている。 

 性別でみると，男女とも「相手に迷惑が掛からないよう自粛している」が最も高く，特に男性より女

性で割合が高い。男性では「通いの場やサークルなどに行きたいが，感染対策のため開催されていない」

が２割を超えている。 

 年齢別でみると，すべての年齢で「相手に迷惑が掛からないよう自粛している」が最も高く，特に 40

歳代，60 歳代では７割弱を占めている。30 歳代以下，80 歳代では「通いの場やサークルなどに行きた

いが，感染対策のため開催されていない」が２割を超え，他の年齢と比べて割合が高くなっている。 

 

  

通いの場やサークルな

どに行きたいが，感染

対策のため開催されて

いない

18.5%

通いの場やサークルな

どに行きたいが，家族

に反対されている

3.3%

そもそも通える場がな

い

7.3%

話せる人がいない

3.7%

相手に迷惑が掛からな

いよう自粛している

62.3%

その他

4.2%

無回答 0.8%

全体(n=978)
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１－（12）家族以外の人との会話が不足していない，あるいは欲しくない理由 
 

（14）先の設問（12）の回答で「思わない」「どちらかと言えば思わない」と答えた方にお聞きしま

す。それはなぜですか。もっとも理由に近いものを１つお選びください。 

 

 
 

 

「他の人との会話は十分にできている」が４割弱 

 
【全体結果】 

 家族以外との会話が不足していない，あるいは欲しくない理由について，「他の人との会話は十分に

できている」が４割弱で割合が最も高い。次いで「新型コロナウイルス対策のため」が２割強，「一人で

いることが好きだから」が１割半ばとなっている。 

 

【属性比較】 

 圏域別でみると，すべての圏域で「他の人との会話は十分にできている」が最も高く，内野・赤塚・

中野小屋圏域，五十嵐圏域では４割を超えている。次いでどの圏域も「新型コロナウイルス対策のため」

の割合が高い。内野・赤塚・中野小屋圏域，坂井輪圏域，黒埼圏域では「新型コロナウイルス対策のた

め」の割合が，他の圏域と比べて高くなっている。 

 性別でみると，男女とも「他の人との会話は十分にできている」が最も高く，次いで「新型コロナウ

イルス対策のため」の割合が高い。男性よりも女性で「他の人との会話は十分にできている」の割合が

高くなっている。一方で，男性では「新型コロナウイルス対策のため」「話したいことがない」が女性よ

り高くなっている。 

 年齢別でみると，60歳代を除く年齢で「他の人との会話は十分にできている」が最も高く，60 歳代で

は「新型コロナウイルス対策のため」の割合が最も高く，50～80 歳代でも２割を超えている。 

  

話したいことがない

11.4%

新型コロナウイルス対

策のため

21.3%

一人でいることが好き

だから

14.5%他人と会話をするのが

苦手 9.3%

他の人との会話は十

分にできている

38.6%

その他 3.8%
無回答 1.0%

全体(n=578)
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１－（13）不安等を解消するために大切だと思うこと 
 

（15）新型コロナウイルス禍での困りごとや不安を解消するために，あなたが大切だと思うことは何で

すか。（最大２つまで） 

 

 
 

「感染症等への誹謗中傷をしない『やさしいまちづくり』の推進」が５割以上 

 
【全体結果】 

 不安等を解消するために大切だと思うことについて，「感染症等への誹謗中傷をしない『やさしいま

ちづくり』の推進」が最も高く，次いで割合が高い「感染症予防・対策の周知，啓発」とともに５割を

超えている。「生活困窮者などへの経済的支援の充実」が３割台で続いている。 

 

【属性比較】 

 圏域別でみると，小針・小新圏域を除く圏域で，「感染症等への誹謗中傷をしない『やさしいまちづく

り』の推進」が最も高い。特に坂井輪圏域，黒埼圏域で割合が高く，約６割を占めている。小針・小新

圏域では，「感染症予防・対策の周知，啓発」が最も高くなっている。 

 性別でみると，男性では「感染症予防・対策の周知，啓発」が最も高く，女性では「感染症等への誹

謗中傷をしない『やさしいまちづくり』の推進」が最も高くなっている。 

 年齢別でみると，30歳代，80 歳代以上を除く年齢で「感染症等への誹謗中傷をしない『やさしいまち

づくり』の推進」が最も高くなっている。30歳代，80 歳代以上では「感染症予防・対策の周知，啓発」

が最も高くなっている。 

  

55.1

53.3

32.4

17.9

12.8

12.7

3.4

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

感染者等への誹謗中傷をしない

「やさしいまちづくり」の推進

感染症予防・対策の周知，啓発

生活困窮者などへの経済的支援の充実

感染症についての相談窓口の周知

感染症対策がされた健康づくりの推進

住民同士が支えあえる地域づくりの推進

その他

無回答 全体(n=1578)
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２ 地域の福祉や活動について 
２－（１）活動の再開や自粛についての考え 
 

（16）新型コロナウイルス禍により，様々な地域活動や地域の行事が自粛されました。現在は徐々に活

動を再開している地域や団体もありますが，依然として活動を自粛している地域や団体もありま

す。そこで，こういった活動の再開や自粛について，あなたの考えをお聞かせください。 

 

 
 

 

「感染症予防対策を十分に行い，工夫しながら活動や行事を再開するとよい」が 

４割以上 

 
【全体結果】 

 活動の再開や自粛についての考えについて，「感染症予防対策を十分に行い，工夫しながら活動や行

事を再開するとよい」「ワクチンや薬の開発があるまでは，このまま自粛を継続するとよい」がともに４

割以上を占め，わずかに「感染症予防対策を十分に行い，工夫しながら活動や行事を再開するとよい」

の割合が上回る結果となっている。 

 

【属性比較】 

 圏域別でみると，黒埼圏域を除く圏域では，「感染症予防対策を十分に行い，工夫しながら活動や行事

を再開するとよい」が最も高く，黒埼圏域では，「ワクチンや薬の開発があるまでは，このまま自粛を継

続するとよい」が５割弱で，割合が最も高くなっている。 

 性別でみると，男性は「ワクチンや薬の開発があるまでは，このまま自粛を継続するとよい」が最も

高く，女性は「感染症予防対策を十分に行い，工夫しながら活動や行事を再開するとよい」が最も高い。 

 年齢別でみると，40歳代以下，70 歳代では，「感染症予防対策を十分に行い，工夫しながら活動や行

事を再開するとよい」が最も高く，特に 29歳以下では６割弱を占めている。一方，50～60 歳代，80 歳

代以上では，「ワクチンや薬の開発があるまでは，このまま自粛を継続するとよい」が最も高く，特に 60

歳代では５割以上となっている。90歳以上は「分からない」が３割以上を占め，他の年齢と比べて割合

が高い。 

 

  

感染症予防対策を十

分に行い，工夫しなが

ら活動や行事を再開す

るとよい

43.3%

ワクチンや薬の開発が

あるまでは，このまま

自粛を継続するとよい

42.4%

分からない

11.5%

その他

2.0%

無回答

0.9%

全体(n=1578)
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２－（２）地域活動について思ったこと 
 

（17）新型コロナウイルス禍による地域活動や行事の自粛により，改めて地域活動について思ったこと

は何ですか。 

 

 
 

「これまでの行事や活動を見直すきっかけになった」が３割以上 

 
【全体結果】 

 地域活動について思ったことについて，「これまでの行事や活動を見直すきっかけになった」が３割

半ばを占め，最も高くなっている。次いで「特に考えていない」「例年行っている地域の行事や活動の大

切さが分かった」が３割弱となっている。 

 

【属性比較】 

 圏域別でみると，すべての圏域で「これまでの行事や活動を見直すきっかけになった」が最も高い。

次いで，内野・赤塚・中野小屋圏域を除く圏域では，「特に考えていない」が高く，内野・赤塚・中野小

屋圏域では，「例年行っている地域の行事や活動の大切さが分かった」が高く３割以上を占めている。 

 性別でみると，男女とも「これまでの行事や活動を見直すきっかけになった」が最も高い。次いで，

男性では「特に何も考えていない」が高く３割以上を占め，女性では「例年行っている地域の行事や活

動の大切さが分かった」が高く３割弱となっている。 

 年齢別でみると，30～60 歳代で「これまでの行事や活動を見直すきっかけになった」が最も高く，40

～60 歳代では４割を超えている。29 歳以下，70 歳代では「例年行っている地域の行事や活動の大切さ

が分かった」が最も高く，80歳以上では「特に考えていない」が最も高い。 

  

例年行なっている地域

の行事や活動の大切

さが分かった

27.2%

新しい行事や活動を考

えるきっかけになった

5.9%

これまでの行事や活

動を見直すきっかけに

なった

35.2%

その他

1.3%

特に考えていない

29.1%

無回答 1.3%
全体(n=1578)
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２－（３）地域活動への参加有無 
 

（18）ボランティアや自治会活動などの地域活動にこれまで参加したことはありますか。 

 

 
 

 

「過去に参加したことがあるが今はしていない」が４割以上 

 
【全体結果】 

 地域活動への参加有無について，「現在も参加している」が１割半ば，「過去に参加したことがあるが

今はしていない」が４割半ば，「これまで参加したことがない」が４割弱となっている。「過去に参加し

たことがあるが今はしていない」と答えた割合が最も高い結果となっている。 

 

【属性比較】 

 圏域別でみると，すべての圏域で「過去に参加したことがあるが今はしていない」が最も高く，特に

坂井輪圏域では５割弱を占め，他の圏域と比べて割合がやや高くなっている。 

 性別でみると，男性は「これまで参加したことがない」が４割以上で最も高く，女性は「過去に参加

したことがあるが今はしていない」が５割弱で最も高くなっている。男性は「現在も参加している」が

女性と比べてやや高くなっている。 

 年齢別でみると，40歳代以上で「過去に参加したことがあるが今はしていない」が最も高い。30歳代

以下では，「これまで参加したことがない」が最も高く，５割以上を占めている。50～70 歳代では，他

の年齢と比べて「現在も参加している」と答えた割合が高い。 

 

  

現在も参加している

15.5%

過去に参加したことが

あるが今はしていない

44.9%

これまで参加したこと

がない

38.1%

無回答

1.6%

全体(n=1578)
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２－（４）ボランティアや地域活動への考えや現況 
 

（19）先の設問（18）の回答で「過去に参加したことがあるが今はしていない」または「これまで参加

したことがない」と答えた方にお聞きします。 

ボランティアや地域活動について，あなたの考えや現況に最も近いものを選んでください。 

 

 
 

「多忙で参加する時間がない」が２割以上 

 
【全体結果】 

 ボランティアや地域活動への考えや現況について，「多忙で参加する時間がない」が最も高く，「役員

や班長などの任期が終わった」とともに２割以上を占めている。また，「興味はあるが情報が得られな

い」と答えた人が１割弱いた。 

 

【属性比較】 

 圏域別でみると，内野・赤塚・中野小屋圏域，小針・小新圏域では「多忙で参加する時間がない」が

最も高く，それ以外の圏域では「役員や班長などの任期が終わった」が最も高くなっている。坂井輪圏

域では，他の圏域と比べて「身体的，精神的理由により参加が難しい」の割合がやや高くなっている。 

 性別でみると，男性は女性と比べて「興味がない」と答えた割合が高く，約２割を占めている。一方，

女性は男性と比べて「身体的，精神的理由により参加が難しい」の割合が高くなっている。 

 年齢別でみると，40 歳代以下では，「多忙で参加する時間がない」が最も高く，特に 30 歳代以下で４

割を超えている。50～70 歳代では「役員や班長などの任期が終わった」が最も高く，80 歳代以上では

「身体的，精神的理由により参加が難しい」が最も高い。29 歳以下では「興味がない」が約３割を占め

ている。概ね，年齢が低いほど「多忙で参加する時間がない」「興味がない」の割合が高く，年齢が高い

ほど「身体的，精神的理由により参加が難しい」の割合が高い傾向がみられる。また，29 歳以下と 70歳

代では「興味はあるが情報が得られない」の割合が，他の年齢と比べて高い。 

  

多忙で参加する時間

がない

22.2%

身体的，精神的理由に

より参加が難しい

15.4%

興味はあるが情報が

得られない

8.5%

予定が合わず参加で

きない 9.8%

役員や班長などの任

期が終わった

21.5%

興味がない

16.0%

その他 4.5%
無回答 2.1%

全体(n=1309)
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２－（５）人とのつながりをつくる（保つ）ために必要なこと 
 

（20）人とのつながりをつくる（保つ）ために必要と思うことはどんなことですか。（最大２つまで） 

 

 
 

「住民同士のあいさつや声かけなどの『近所付き合い』」が約８割 

 
【全体結果】 

 人とのつながりをつくる（保つ）ために必要なことについて，「住民同士のあいさつや声かけなどの

『近所付き合い』」が８割弱で最も高く，他の項目と比べて突出している。次いで，「地域の行事や活動

に参加する」が２割半ば，「地域内での見守り活動」が２割強，「住民が集える場が身近にある」が２割

弱で続いている。 

 

【属性比較】 

 圏域別でみると，すべての圏域で「住民同士のあいさつや声かけなどの『近所付き合い』」が約８割で

最も高い。黒埼圏域では「地域の行事や活動に参加する」が他の圏域と比べてやや高く，内野・赤塚・

中野小屋圏域では「住民が集える場が身近にある」が他の圏域と比べて割合が高くなっている。 

 性別でみると，男女とも「住民同士のあいさつや声かけなどの『近所付き合い』」が最も高い。男性は

女性と比べて「地域の行事や活動に参加する」が高く，女性は男性と比べて「住民が集える場が身近に

ある」の割合が高くなっている。 

 年齢別でみると，すべての年齢で「住民同士のあいさつや声かけなどの『近所付き合い』」が最も高く，

特に 60～80 歳代で高く，８割を超えている。29歳以下，70～90 歳以上では，「住民が集える場が身近に

ある」が他の年齢と比べて高くなっている。40 歳以下では，「子どものための居場所づくり」が他の年

齢と比べて割合が高く，30 歳代では３割を超えている。 

  

78.8

25.5

21.9

19.3

14.4

5.8

2.3

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

住民同士のあいさつや

声かけなどの「近所付き合い」

地域の行事や活動に参加する

地域内での見守り活動

住民が集える場が身近にある

子どものための居場所づくり

自治会役員やPTA役員などを通した交流

その他

無回答 全体(n=1578)
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２－（６）地域のために『現在』協力していること 
 

（21）あなたが地域のために，現在，協力している地域活動やボランティアがあれば教えてください。

（最大３つまで） 

 

 
 

「特にない」が約５割 

 
【全体結果】 

 地域のために『現在』協力していることについて，「特にない」が約５割で最も高い。「特にない」を

除いた項目では，「資源回収やゴミの分別，リサイクル活動」「自治会，町内会，民生委員，消防団など

の団体活動や地域活動」の２項目で割合が高く，２割弱を占めている。「身近な道路や公園などの清掃活

動」が１割台で続いている。 

17.7

17.5

12.4

7.0

6.7

4.6

3.8

3.4

2.7

2.5

2.0

3.5

48.2

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

資源回収やゴミの分別，リサイクル活動

自治会，町内会，民生委員，

消防団などの団体活動や地域活動

身近な道路や公園などの清掃活動

高齢者や障がい者への

ゴミ出しや除雪などのお手伝い

文化・芸術・スポーツなどのサークル活動

祭りや盆踊り，運動会などのイベント

交通安全や防災・防犯などの地域の安全活動

子育てサークルやPTA活動

地域の茶の間（いきいきふれあいサロン）

健康づくり事業の実施・協力

身近な水辺や緑地などの自然環境の保全

その他

特にない

無回答

全体(n=1578)
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【属性比較】 
 ※どの属性も「特にない」が最も高いため，「特にない」のコメントについては割愛する。 

 

 圏域別でみると，小針・小新圏域，坂井輪圏域，黒埼圏域で，「資源回収やゴミの分別，リサイクル活

動」「自治会，町内会，民生委員，消防団などの団体活動や地域活動」「身近な道路や公園などの清掃活

動」の順に割合が高い。一方，内野・赤塚・中野小屋圏域，五十嵐圏域では，「自治会，町内会，民生委

員，消防団などの団体活動や地域活動」「資源回収やゴミの分別，リサイクル活動」「身近な道路や公園

などの清掃活動」の順に割合が高い。 

 性別でみると，男性では「自治会，町内会，民生委員，消防団などの団体活動や地域活動」が最も高

く，女性では「資源回収やゴミの分別，リサイクル活動」が最も高い。女性より男性で「身近な道路や

公園などの清掃活動」と答えた割合が高く，１割半ばを占めている。 

 年齢別でみると，30～60 歳代では，「資源回収やゴミの分別，リサイクル活動」「自治会，町内会，民

生委員，消防団などの団体活動や地域活動」「身近な道路や公園などの清掃活動」の順に割合が高い。60

～70 歳代では，「身近な道路や公園などの清掃活動」と答えた割合が他の年齢と比べて高くなっている。

90 歳以上は「地域の茶の間（いきいきふれあいサロン）」と答えた割合が１割を超えている。年齢が高

くなるほど「地域の茶の間（いきいきふれあいサロン）」「健康づくり事業の実施・協力」の割合が高く

なる傾向がみられる。 
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２－（７）地域のために『今後』協力可能なこと 
 

（22）あなたが地域のために，今後，協力可能な地域活動やボランティアがあれば教えてください。

（最大３つまで） 

 

 
 

「特にない」が３割，「身近な道路や公園などの清掃活動」が２割以上 

 
【全体結果】 

 地域のために『今後』協力可能なことについて，「特にない」が３割で最も高い。「特にない」を除い

た項目では，「身近な道路や公園などの清掃活動」が２割以上を占め，以下，「自治会，町内会，民生委

員，消防団などの団体活動や地域活動」「資源回収やゴミの分別，リサイクル活動」「高齢者や障がい者

へのゴミ出しや除雪などのお手伝い」「文化・芸術・スポーツなどのサークル活動」が１割台で続いてい

る。 

25.3

19.1

17.8

17.4

12.9

9.1

8.7

7.9

7.9

6.3

6.6

2.7

30.0

3.3

0% 10% 20% 30% 40%

身近な道路や公園などの清掃活動

自治会，町内会，民生委員，

消防団などの団体活動や地域活動

資源回収やゴミの分別，リサイクル活動

高齢者や障がい者への

ゴミ出しや除雪などのお手伝い

文化・芸術・スポーツなどのサークル活動

交通安全や防災・防犯などの地域の安全活動

祭りや盆踊り，運動会などのイベント

身近な水辺や緑地などの自然環境の保全

健康づくり事業の実施・協力

子育てサークルやPTA活動

地域の茶の間（いきいきふれあいサロン）

その他

特にない

無回答

全体(n=1578)
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【属性比較】 

 圏域別でみると，内野・赤塚・中野小屋圏域，黒埼圏域では，「身近な道路や公園などの清掃活動」が

最も高く，「特にない」を上回っている。黒埼圏域では，「資源回収やゴミの分別，リサイクル活動」，五

十嵐圏域では，「高齢者や障がい者へのゴミ出しや除雪などのお手伝い」が他の圏域と比べてやや高く

なっている。 

 性別でみると，女性より男性で割合が高い項目は，「身近な道路や公園などの清掃活動」「自治会，町

内会，民生委員，消防団などの団体活動や地域活動」「交通安全や防災・防犯などの地域の安全活動」「祭

りや盆踊り，運動会などのイベント」「身近な水辺や緑地などの自然環境の保全」となっている。一方，

男性より女性で割合が高い項目は，「資源回収やゴミの分別，リサイクル活動」「子育てサークルやＰＴ

Ａ活動」「地域の茶の間（いきいきふれあいサロン）」となっている。 

 年齢別でみると，30 歳代，50～60 歳代では，「身近な道路や公園などの清掃活動」が最も高く，「特に

ない」を上回っている。特に 60 歳代では３割を超えている。29歳以下では，「文化・芸術・スポーツな

どのサークル活動」が２割弱で，他の年齢と比べて割合がやや高い。30～40 歳代では，「子育てサーク

ルやＰＴＡ活動」が，他の年齢と比べて割合が高い。概ね，年齢が低いほど「祭りや盆踊り，運動会な

どのイベント」「子育てサークルやＰＴＡ活動」の割合が高く，年齢が高いほど「地域の茶の間（いきい

きふれあいサロン）」の割合が高い傾向がみられる。 
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２－（８）今後の地域活動を行うために必要な視点 
 

（23）今後，地域活動を行う際には，どのような視点が大切だと思いますか。（最大２つまで） 

 

 
 

「感染対策を行った地域の行事や活動の検討」が４割以上 

 
【全体結果】 

 今後の地域活動を行うために必要な視点について，「感染対策を行った地域の行事や活動の検討」が

最も高く，４割を超えている。次いで「高齢者等の見守りや買い物など，生活上の困りごとへの支援」

「例年行ってきた地域の行事や活動内容の見直し」が３割台，「子どもたちが安全に遊べる場所の検討」

が２割台で続いている。 

 

【属性比較】 

 圏域別でみると，すべての圏域で「感染対策を行った地域の行事や活動の検討」が最も高く，特に坂

井輪圏域では５割を超えている。また，坂井輪圏域では「オンラインでの会議や集会の検討」も，他の

圏域と比べて割合が高い。内野・赤塚・中野小屋圏域では，「子どもたちが安全に遊べる場所の検討」が

他の圏域と比べて高くなっている。 

 性別でみると，男女とも「感染対策を行った地域の行事や活動の検討」が最も高い。男性と比べて女

性で，「高齢者等の見守りや買い物など，生活上の困りごとへの支援」「子どもたちが安全に遊べる場所

の検討」と答えた割合が高くなっている。 

 年齢別でみると，30歳代，80 歳以上を除く年齢で「感染対策を行った地域の行事や活動の検討」が最

も高い。30 歳代では，「子どもたちが安全に遊べる場所の検討」が最も高く，７割弱を占めている。80

歳以上では，「高齢者等の見守りや買い物など，生活上の困りごとへの支援」の割合が最も高い。 

 

46.3

35.6

32.8

27.8

17.0

6.0

2.3

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

感染対策を行なった地域の

行事や活動の検討

高齢者等の見守りや買い物など，

生活上の困りごとへの支援

例年行なってきた地域の

行事や活動内容の見直し

子どもたちが安全に遊べる場所の検討

世代を超えた交流の

できるイベントや場づくり

オンラインでの会議や集会の検討

その他

無回答 全体(n=1578)
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